
資

科

職
前
及
び
職
後
に
於
け
る
猫
佛
通
商
關
係中

野

清

一

佛
蘭
西
的

「
國
家
民
族
」
の
観
念
と
濁
乙
的

「丈
化
民
族
」
の
そ
れ
と
の
封
立
な
思
想
史
的

に
、
叉
杜
會
吏
的

に
閾
明
し
よ
う
と
企
て
っ
㌧
あ

っ

☆
私
は
注
目
の
範
園
為
更
に
披
げ
て
濁
佛
關
係
の
歴
史
的
推
移
、
現
在
の
駿
勢
為
轡
見
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
☆
。
こ
の
必
要
か
ら
丈
献
な
漁

つ
て
ゐ

ろ
中
に
新
著
の
〃
ラ
ウ
ス

・
レ
ェ
ヅ
フ

レ
ル
著

「
濁
佛
脛
濟
關
係
並
び
に
進
展
し
ゆ
く
経
濟
的
交
錯
の
諸
問
題

」
(置
薗驕

ぽ

o田
。び
d
2
房
。げ
-浄
彗
,

呂
駐
o穿
o
≦
三
8
冨
津
ψ冨
巳
害
琶
鵬
臼

ロ昌

象
o
団
8
三
。ヨ
。
鳥
2

舞
。
剛σQ窪
負
窪

類
ぎ
ψ9
鑑
象
。ゲ
。
昌
く
Ω
邑
o号
言
昌
σq
●
お
象
)
為
入
手
し
六
。
昭
和
九
年

十
月
末
の
事
で
あ
る
。
私
に
こ
の
書
物
か
ら
丈
献

上
の
種

々
な
る
便
宜
な
う
け
敦
の
み
で
な
し
に
當
面
の
問
題
に

つ
い
て
の
極
あ
て
手
頃
な
概
念
な

興

へ
ら
れ
穴
。

レ
ニ
ヅ
フ
レ
ル
の
こ
の
書
物
に
第

一
部
及
び
第

二
部
か
ら
成
る
。
前
者
は
濁
佛
脛
濟
關
係
の
現
状
ル
歴
史
的
推
移
の
姿
准
背
景
と
し

つ
」
展
墓

ぜ

ん
と
し
宏
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
着
眼
な
濁
佛
経
濟
闘
係
の
驚
來

に
移
し
以
て
そ
の
前
途
な
或
に
好
簿

せ
し
め
、
或
に
閉
鎖
ぜ
し
む
う
と
思
に
る

、
諸
種
の
事
情
ル
丹
念

に
吟
味

せ
ん
と
し
て
ゐ
る
o
而
し
て
第

】
部
に
更
に
分
☆
れ
て
商
業
貿
易
な
論
ず
る
部
分
と
資
本
交
通
、
入
口
交
通
為

一
括

載
前
及
び
戦
後
に
於
け
る
濁
佛
通
商
開
係

一
五
五



一
五
六

し
て
轡
見
す
ろ
部
分
と
ニ
リ
な

ろ
。
第

二
部
は
濁
り
縄
濟
的
及
び
縄
濟
政
策
的
事
情
の
み
な
ら
ず
、
自
然
地
理
的
事
情
、
心
理
的
事
情

(
著
者
は
世

界
観

と
い
ふ
表
現
な
用
ひ
て
ゐ
う
が
)
、

外
交
政
策
的
事
情
な
も
綿
密
に
吟
味
し
て
お
り
本
書
全
髄
な
通
じ
て
著
者
が
よ
り
多
く
の
重
要
さ
な
賦
興

し

つ
㌧
あ
ろ
部
分
で
あ

る
o

本
丈
に
右
の
中
、
第

一
部
に
つ
き
資
本
交
通
及
び
人
口
交
通
の
部
分
為
除
く
他
の
全
部
に
わ
於

つ
て
略
述
紹
介
ぜ
ん
と
し
敦
も
の
で
あ
ろ
。
始
め

第

二
部
の
み
な
略
遽
し
工
う
と
企
て
t
が
、
こ
の
部
分
に
お
け
る
立
論
の
基
礎
に
す

べ
て
第

一
部
の
中

に
與

へ
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
第

一
部
に
お

け
ろ
箸
者
の
解
繹
為
合
ぜ
紹
介
し

つ
L
第

二
部
を
要
述
す

る
事
に
容
易
の
業
で
は
な
か
つ
敦
爲
に
第

一
部

の
み
為
と
り
あ
げ
た
o
第

一
部
に
つ
い
て

商
業
貿
易
准
論
じ
六
る
部
分
の
み
の
略
述
に
限

つ
於
の
は

こ
れ
な
除
く
他
の
部
分
に
し
か
く
重
要
な
意
義
為
有
せ
ず
と
考

へ
ら
れ
六
か
ら
で
あ
る
。

ー

三

五

・
五

・
一
九
i

第

一

猫
佛
商
業
貿
易
の
統
計

次

に
掲
げ

た
第

一
表

は
凋
佛

爾
國
間

の
商
品
交

易

の
歌
態

を
示
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見

る
に
當

つ
て
は
次

の
諸
瓢

に

注
意

を
要
す
る
。
ヴ

ェ
ル
サ
イ

ユ
條
約

の
結
果
雨
國

間

に
か
な
り

の
領
域
移
動

(
特

に
ア
ル
サ
ス

・
ロ
ー

レ
ン
ス
の
佛
國
併
合

)

が
見
ら
れ
た
爲

に
爾
國

間
の
商
品
交
易
瓶
態

に
は
多
大

の
推
移

が
あ

つ
た
と

い
ふ
事

、
職
後

猫
乙

の
封
佛

輪
出
中

に
は
賠
償
給
付

品

が
含

ま
れ

て
ゐ
る
と

い
ふ
事
、
職
前

と
職
後

と

の
物
便

の
比
較
、
特

に
職
争
最
後

の
年
と
職
後
第

一
年

と
の
そ
れ
が
職
争

に
伴

ふ
物
債
憂
動

の
爲

に
極
め
て
困
難

な
事
情

に
あ

る
事

、

イ

ン
フ
レ
時
代

に
於
け
る
著
し
き
債
格

攣
動

の
爲

に
輸
出
入
額

の
學

示

に

關

し

て
信
葱
す

る

に
足
る
官
廃
報

告
が
屡

々
歓
け

て
ゐ
る
事
、
猫
乙

の
封

ザ
ー

ル
地
方
輸
出
入
は
同
地
方

が
よ
し
佛
蘭

西
關
税
圏

内

に
編
入
さ
れ

て
ゐ
る

に
し
て
も

、
今
猫
佛
蘭
西
國
民
経

濟

の
有
機
的
部
分

た
る
に
到

つ
て
な

い
黙
か
ら
見

て
、
姑
く
こ
れ
を
考

慮

外

に
お

い
た
事
即
ち

と
れ

で
あ
る
。
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第
二

濁
佛
商
業
貿
易
の
構
成

剛

職

前

職
前
、
雨
國
聞
の
商
品
交
易
は
政
治
的
軋
礫
に
も
拘
は
ら
す
世
界
貿
易
の
進
展
よ
抄
も
速
か
な
歩
調
を
以
て
上
昇
の

一
途
を
辿

つ
て
ゐ
た
。
爾
國
外
國
貿
易
総
額
に
封
す
る
爾
國
間
貿
易
額
の
割
合
を
佛
國
側
統
計
に
よ
つ
て
表
示
す
る
と
第
二
表
の
如
く
で
あ

る
。
爾
國
交
易
の
稜
展
は
特
に

一
九
〇
九
年
乃
至

=
二
年
に
於
て
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
第
二
表
及
び
次
の
第
三
表
は
職
前

十
年
間
に
於
け
る
爾
國
の
経
濟
的
獲
展
速
度
の
相
違
、
猫
乙
経
濟
の
著
し
き
躍
進
を
明
瞭
に
示
し
て
ゐ
る
。

一
九

=
二
年
迄
の
稜

展
を
見
る
と
猫
乙
は
佛
國
輸
出
入
關
係
國
中
英
國
に
次
い
で
第
二
位
と
な
つ
て
お
り
、
佛
國
全
植
民
地
を
考
慮
に
入
れ
る
と
佛
國

外
國
貿
易
総
額
の

一
割
三
歩
弱
を
占
め
て
お
り
、
佛
國
は
猫
乙
輸
出
入
關
係
國
申
輸
出
に
於
て
第
四
位
、
輸
入
に
於
て
第
五
位
に

あ
り
猫
乙
外
國
貿
易
総
額
の
六
歩
六
厘
を
占
め
て
ゐ
る
。

戦
前
及
び
戦
後
に
於
け
る
掲
佛
通
商
關
係

一
五
九



●

一
六
〇

表二

 

第

肛910
■

1913 増加率

(翠位百萬法)

佛 國 輸 入 総 額

中、濁乙 ニリの輸入

佛 団 輸 出 綾 額

中、濁 乙 向 輸 出

4697β

427ρ

4108.7

465.2

842τ.3

1068ρ

6880.2

866.8

79・2

竃5α4

67.6

86.3

(軍位百萬馬克)

濁 乙 輸 入 総 額

中、佛國 エリの輸入

濁 乙 輸 出 総 額

中、佛 國 向 輸 出

5765石

465.2

461五4

427ρ

10769.7

86α8

五〇〇94.9

1068£

86.8

8丘3

119.2

15q4

表三

 

第

濁乙輸入総額増加率 1go91π3 。鵡

佛國輸入総額層加率 1～ρ9!13 348

濁 乙謝佛輸入増加傘
(佛國封燭輸出増加率)

1go91夏3 2α4

濁乙輸出組額旭加傘 1909/13 53.o

佛國輸出纏額増加寧 1go91皿3 2α3

濁 乙謝佛輸出増加傘
(佛國劉濁輸入増加率)

=～P91π3 73.6

 

昌

戦

後

イ
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ

ユ
條
約
締
結
前

一
九

一
六
年
六
月
の
パ
リ
経
濟
會
議
は
そ
の
決
議
事
項
第
三
部
門
に
於
て

一
方

「
聯
合
國
間
相
互
援
助
及
び
協
働
に
關
す
る
恒

久
的
方
針
」
を
樹
立
す
る
と
共
に
他
方
猫
乙
を
し
て
平
和
條
約
に
ょ
つ
て
掲
げ
ら
れ
た
諸
條
件
を
忠
實
に
運
奉
せ
し
む
る
爲
の
保

障
と
す
る
爲
に
経
濟
的
援
助
を
断
つ
て
璽
迫
を
加

へ
経
濟
的
復
興
を
妨
げ
て
以
て
世
界
市
場
よ
り
除
斥
す
る
の
方
途
に
出
よ
う
と

し
た
。
然
し
休
職
協
定
成
立
後
幾
許
も
な
く
聯
合
國
特
に
佛
蘭
西
の
政
治
的
意
圖
と
経
濟
的
諸
事
情
と
の
間
の
ヂ
レ
ン
マ
が
明
ら



か

に
な

つ
て
來
た
。

猫
乙
を
競
孚
國
と
し

て
再
び
起

つ
能
は
ざ
る

に
到

ら
し
む
る
必
要
と
債
務

國
と
し
て
維
持

せ
し

め
て
行
か
ね

ば
な
ら
ぬ
必
要

と
の
間

の
矛
盾
が
即
ち

こ
れ

で
あ

る
◎
デ

ラ
イ
ジ
イ
は
こ

の
ヂ

レ
ン

マ
を
犀
利

に
も
次
の
様

に
読

明
す
る
、

「
猫

乙
は
佛
蘭
西

に
と
つ
て
債
務

者
で
も
あ
れ

ば
競

孚
者

で
も
あ
る
、
從

つ

て

と

る

べ

き

立
場

に
は
二

つ
が
あ
る
、

一
つ
は
競
争
者

を
完
膚
な
き
迄
に
打
挫
く
事
で
あ
る
、
ー

然
し
こ
の
事
は
債
務
耕
濟
を
見
捨
る
事
で
あ
り
佛
蘭
西
國
民
の
租
税
員
播
を
増
加
せ

し
む

る
事
を
意
味
す
る
、
他

の

一
つ
は
債

務
者
を
し
て
辮
濟
可
能
な
地
位

に
導
く
事

で
あ
る
、
然

し

こ
れ
は
競
争
者
を

し
て
再
び

そ

の
販
路
擾
大

の
可
能

を
許
容
す

る
事

で
あ
り

そ
の
生
産
設
備

に
於

て
倍
加

し
た

フ
ラ

ン
ス
大

工
業

の
畿
展
を
阻
凝

す
る
事
を
意

わ

味

す
る
。」

然

し

一
九

一
八
年

に
到

つ
て
バ
ル
ト
海
地
方
を
も
含
む
封
鎖
領
域

の
確

立

に
成
功

し
た
聯
合
國
側
は
同
年

十

一
月
休

職
協
定
中

に
こ
の
協

定
有
効

期
間
中
猫

乙
に
必
要
限
度

内

の
生

活
資
料
を
提
供
す
る
用
意
あ
る
旨
を
表
明
す
る
と
共

に
佛
蘭
西
は

そ

の
荒
慶

せ
る
工
業
部
門

の
復
興
並
び

に
薪

工
業

部
門

の
維
持
嚢
展

の
爲

に
必
要
な
諸
原
料

(
石
炭

並
び

に
そ

の
副
産
物

、
化
學

製

品
、
窒
素

)

に
し

て
猫

乙
の
み
供
給

し
う

る
物

に
つ

い
て
は

こ
れ
を
購
入
す

る
旨
を
明

に
し
た
。

こ
の
た
め

に
猫
佛
間

の
経
濟

交

通
は
極
め
て
迅
速

に
再
開
始

さ
れ
る
に
到

つ
た

の
で
あ
る
。
そ

の
状
況

の
大
盟
を

示
す

と

一
九
年
度

に
於

て
佛
國

の
猫

乙
よ
り

す
る
輸
入
は
七
億
五
千

五
百
萬
法
、
同
二
十
年
度

に
は
二
十
六
億

六
千

七
百
萬
法
、
佛

國
の
封
猫
輸
出
は

一
九
年
度

十
五
億
五
千

九

百
萬
法
、

二
十
年
度

十
五
億
二
百
萬
法

と
な

つ
て
ゐ
る
。

(卸
賢
物
便
指
鍛
に

一
九

一
四
年
七
月
准

一
〇
〇
と
し
て

一
九
年
に
三
六
四
、

二
〇
年
に
五
二
〇
)

今

こ
の
交
易
歌
況

の
内
審

に
立
入

つ
て
そ

の
主
な
る
商
品
項
目
を
表

示
す
れ
ば
次

の
如
く

で
あ
る
。

1)Delais㍉Francis3DieBilanzderw量rtschaftlichenKr蕊fteFrankreichsin

,,DeutsclllandundFra:ikreich・IhreWi就schaftundih竃ePolitikIg23!24・``

Hrsg.R.Kuczyuski,BerlinIg2SS・22・

 

戦
前
及
び
戦
後
に
於
け
る
濁
佛
通
商
闘
係

一
六

}



エ
ハ
ニ

表

)

四

臓徽

第

191g 192◎

佛國の濁乙工りの輸入

石炭及 ヨ"〃 ス 4go,916 9EO,721

木 材 37,297 =53,326

繊 及 鋼 鐵 37,043 一

機械 及部分品 36,977 475,039

金 厨 製 品 32,4ア7 162,4go

染 料 13,098 116,918

磁 器 及 謂 子 13965 68,793

化 學 製 品 幽 76,892

自 働 車 車 髄 一 89,484

佛 國 野 濁 輸 出

綿 織 物 341,217 255,325

洋服及既製品 210,944 51,78正

絹 織 物 162,222 64,312

金 厨 92,83= 109,046

綿 糸 89,2=3 66,882

毛 織 物 69,9ア1 46,697

香 料 及 石 鹸 50,974 11,888

毛 皮 42,133 82,189

羊 毛及羊毛屑 一 叫3844

ロ
。
ヴ

ェ
ル
サ
イ

ユ
條
約
締
結
後

ロ
の

一
、
ヴ

ェ
ル
サ
イ

ユ
條
約

の
猫
佛
商
品
交
易

に
及

ぼ
せ
る
直
接

の
法
的
及
経
濟
的
影
響

ω

恒
久
的
及

び

一
時
的
領
域
移
動
ー

一
九

一
九
年

六
月
の
卒
和
條
約
第

五
十

一
條

に
よ
リ

ア
ル
サ
ス

・
ロ
ー

レ
ン
ス
は
佛

 國
の
所
有
に
瞬
し
た
。
そ
の
結
果
約
百
七
十
萬
の
人
々
が
佛
國
國
民
経
濟
の
申
に
編
入
せ
ら
る
、
事
と
な
り
、
佛
國
総
人
口
は
略

五
歩
の
増
加
を
見
る
に
到
つ
た
。
原
料
産
出
に
於
て
豊
か
で
あ
る
の
み
な
ら
す
高
度
に
焚
達
せ
る
工
業
地
帯
た
り
し
同
地
方
の
移

護
が
關
係
爾
國
に
齎
し
た
影
響
は
極
め
て
大
き
い
。
今
同
地
方
が
佛
國
経
濟
申
に
於
て
占
む
る
地
位
を
各
種
生
産
物
に
つ
い
て
窺

へ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

●



猫
乙
は
同
地
方
を
喪
ふ
た
事
に
よ

つ
て
甚
大
な
打
撃
を
蒙
つ
た
。
打
撃

の
第

一
は
鐵
産
額
の
七
割
五
歩
を
失

ふ
た
事
で
あ
る
。
そ
の
二
は
猫
乙
が

表

ア
ル
サ
ス
地
方
織
物
工
業

に
大
部
分

の
供
給
を
仰
い
で
ゐ
た
物
資
の
購
買

五

に
於
て
不
利
な
る
條
件
の
下
に
た
つ

事
を
籐
儀
な
く
さ
れ
た
事
で
あ
る
。

第

尤
も
ア
ル
サ
ス

.
ロ
ー

レ
ン
ス
地
方

の
封
猫
輸
出
品
に
つ
い
て
は
雫
和
條

約
の
効
力
嚢
生
後
五
ケ
年
間
は
無
關

税
を
以
て
輸
出
を
許
容
さ
れ
は
し
た

が
。
ー

今
猫
佛
商
業
交
易
上
同
地

方

の
占

む

る

地

位
を

示

せ
ば
第

六
表

の
如

く

で
あ

る
。
(本
表
は

一
九
二
三
ー
二
七
の
間
の
み
な
現
し
て
ゐ
る
。
二
三
年
以
前

に
は
便
絡
低
落

の
液
め
に
適
確
な

ろ
鍛
字
を
得
難
く
、
叉

二
七
年
以
後

に
に
同
塊
方
の
貿
易
の
み
特
に
と
り
出
し
て
統
計
為
示
す
事
が
膿
止
せ
ら
れ
穴
か
ら
で
あ
る
o
)

な

ほ

ア

ル

サ

ス
地
方

の
猫
佛

向

輸

出

品

目

の
主

な

る
も

の
を
表

示
す

れ

ば
第

七
表

の
如

し
。

種 目 年 度 佛國全生塵額叉は所有鍛
ア ・ロ州生康

額 叉に所 有獄

馬 鈴 薯 五928 112,640,000 甥26重,ooo

=909!14
ホ ツ プ(準 均) 3互,570

「

嗣

1920/29

(同)
44,350 一

1909!14煙 草

(同)
211,4ρo 一

zg20129

(同)
261,200 一

石炭 及無 煙炭1928 51,365,叫7 5,55ら660

加 里Ig28 411,000 4U,000

1930 507,000 507,◎oo

石 油Ig28 73,go9 7=,724

鐵 鑛1928 49,191,300 2◎,404,200

銑 鐵Ig28 10,072,000 ふ659,000

生 鋼 鐵1928 9,479,491 3・oo7,535

熔 鑛 燈 数1929 155 49

紡 綾 錘 殿1920 9,400,000 200,000

Ig28 9,770,000 ?

 

戦
前
及
び
載
後
に
於
け
る
濁
佛
通
商
關
係
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表六

(皐 位干R.M.)

 

第

年 次

ア〃 サ ス ・ロー レン ス

彪 除 く掲 乙 の 劉 佛 貿 易
濁 乙の野 ア ・ロ州貿易

輸 入1輸 出 輸 入1輸 出

Ig23

1924

1925

1926

1927

6ふ727

220,146

361,922

297護61

596,貰10

60,540

;o互,795

159,465

625,62=

477,188

121,970

512,Q27

209,QO1

80,196

182,752

6,068

12,瓢80

30,874

32,571

84,361

表七第

(翠 位百萬R.M.)

1 1

Ig23 1924 Ig25 Ig26 =927

毛 懸{1:
8.67

7・叫

44・51

27.78

52.15

23.89

40.65

1842

97・70

26.56

綿 懸{1:
8.23

8.14.

3&〇 五

36.75

Io・34

5・5=

3.22

1.81

43・44

11.66

毛 織 物仁:
20.45

20.25

988
.84

88.36

27・23

25.04

6工9

3.66

H●9K

585

醐 物{1:
38.41

38.32

215・77

215.16

57.80

52.7二

11.74

7.55

79.75

47・43

繊及糊1:
6.45

6.29

1340

13.36

Io.66

9・34

6.99

5・74

20.74

17・34

ボ ツ プ{1:
1」9

夏.17

846

8.=7

14.04

10.69

9.54

7.09

3.12

2・3覧

(本 表 左 側1.2.の1.は 佛 國 の劉 濁 輸 出

2.ltreの 中 ア ・ロ洲 の分 で あ るo)

 

卒
和
條
約
は
右
の
如
き
恒
久
的
領
域
移
動
の
他
に
樹

一
時
的
の
領
域
移
動
を
規
定
し
た
。
か
く
し
て
同
條
約
四
十
五
條
乃
至
五

十
條
の
規
定
に
從
ひ
ザ
ー
ル
地
方
は

一
時
佛
國
の
所
有
す
る
所
と
な
つ
た
。
尤
も
條
約
効
力
嚢
生
後
五
ケ
年
は
同
地
方
の
封
猫
貿

易
は
無
關
税
の
條
件
で
な
さ
れ
る
事
を
許
し
た
が
、
こ
の
期
間
経
過
後
に
到
つ
て
も
同
地
方
の
猫
乙
に
封
す
る
關
係
は
依
然
密
接



な
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
佛
國
關
税
圏
に
強
制
す
る
事
は
却
つ
て
佛
國
自
身
に
不
利
を
齎
す
如
き
事
情
に
あ
つ
た
爲
、

表八第

(皐 位百萬R.M.)

濁 乙のザ
ー,レよ叫

の 輸 入

II6.6

70・0

70・7

54.2

80.8

115.4

142.8

169.3

138.7

濁乙 の謝
ザ ー ル
輸 出

60.8

79.6

133・7

139.0

230.3

220.8

202.O

I63.8

112・3

 

次年

Ig23

1924

1925

夏926

1927

7928

1929

1930

1931

二
五
年

七
月
に
到
つ
て
同
地
方
に
關
し
て
從
來
通
り
自
由
な
る
封
猫
交
易
を
許

容
す
る
事
を
目
的
と
す
る
特
別
規
定
を
設
く
る
に
到
つ
た
。
こ
の
特
別

規
定
の
許
容
に
も
拘
は
ら
す

ゴ
方
に
於
て
は
法
貨
を
以
て
諸
費
用
を
支

佛
ひ
、

マ
ル
ク
貨
を
以
て
商
品
を
費
却
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事

に
件

ふ
損

.

失
、
他
方
に
於
て
は

マ
ル
ク
貨
低
落
の
爲
め
に
同
地
方

へ
の
猫
逸
商
品

輸
入
に
は
煩
雑
な
る
手
績
が
伴
つ
た
事
に
よ
つ
て
ザ
ー
ル
地
方
維
濟
は

暫
く
不
安
定
な
る
ま
玉
に
推
移
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
が
、
同
地
方
の

封
猫
貿
易
は
極
め
て
活
濃
に
螢
ま
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
事
が
出
來
る
。

(
第

八
表
参

照
)

㈹

賠

償

金

平

和
條
約

に
よ

つ
て
課

せ
ら

る

玉
事
と
な

つ
た
賠
償
金
支
佛

の
義

務
が
凋

乙
に
齎

ら
し
た
影
響

の
全
面

に
つ

い
て
は

こ

曳
で
は

立

入
ら
す
唯

こ

の
掛
濟
義

務
と
猫
佛
商
業
貿
易
と

の
關
係

の
み
を
述

べ
て
み
よ
う
。

二

つ
の
事

が

い
は
れ
う

る
。
先

づ
第

一
に
亘

額

に
上

る
賠
償
金

の
正
金
を

以

て
す
る
耕

濟
は
關
係
爾
國

の
維

濟
を
阻
凝

せ
す

に
は
お
れ
な
か

つ
た
爲

に
漸

次

に
商
品
給
付

の
形

を

と
つ
て
辮

濟

が
菅
ま

る

曳
様

に
な

つ
て
來

た
。

こ
の
鮎

に
つ
い
て
は
後

に
更
め

て
設
く
。
第

二

に
賠
償

義
務
を

員

ふ
た
事

の
結

果

と
し

て
商
品
輸
出

が
増
進

せ
し
め
ら
れ
た
。
賠
償
金

支
彿

に

つ
い
て
は
四

つ
の
可
能

な
道

が
考

へ
得
ら
れ
る
。
貿
易

差
額
を
有

利
な

ら
し
む
る
事
、
勢
役
提
供

、
資

本
輸
入

、
外
債
募
集

の
四

で
あ
る
。
右

の
申
第

二
の
道
は
そ

の
齎

し
う
る
額

に
於

て
亘
額

の

載
前
及
び
戦
後
に
於
け
ろ
濁
佛
題
商
闘
係

一
六
五



表九第

1927131濁 佛貿易 差額

(軍 位百萬R.M.)

(純 商 品交易 のみ につ き)

　

年 次 濁乙貿易
差 額

蜀佛貿易
差 額

1927 一2
,960 一2449

1928 一1,285 一474

1929 一44 +2ga7

Ig30 十1,563 十6299

1931 十2,782 +492.5
1

一
六
六

賠
償
金
に
比
す
れ
ば
問
題
に
は
な
り
得
ナ
、
第
三
の
方
法
も
職
後
の
猫
乙
に

と
つ
て
は
こ
の
方
途
に
訴
ふ
る
事
を
充
分
に
許
審
さ
れ
て
ゐ
す
、
淺
る
可
能

は
第

一
及
び
第
四
の
方
法
で
あ
る
が
、
世
界
的
不
況
の
進
展
に
つ
れ
て
第
四

の
方
法
の
み
淺
さ
る
曳
檬
に
な
つ
て
來
た
。
第
九
表
に
み
る
如
く
猫
佛
間
貿

易
差
額
が

一
九
二
七
年
を
境
と
し
て
爾
後
極
め
て
強
く
濁
乙
側
に
有
利
に
展

開
さ
れ
つ
玉
あ
る
の
は
こ
の
間
の
消
息
を
物
語
つ
て
ゐ
る
。
猫
乙
全
輸
出
の

躍
進
率
よ
り
も
封
佛
喩
出
の
そ
れ
の
方
が
遙
か
に
高
度
で
あ
る
事
、
換
言
す

れ
ば
佛
國
が
こ
の
黙
に
於
て
特
殊
な
地
位
に
た
ち
つ
㌧
あ
る
事
の
原
因
に
つ

い
て
は
後

に
燭
れ
る
時
が
あ
る
。

鋤

賠
償
物
品
給
付

(猫
乙
商
業
貿
易
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
は
平
和
條
約
規
定
に
よ
る
賠
償
物
品
給
付
の
義
務
で
あ
つ
た
。
そ
れ
も
當
初

は
荒
慶
地
帯
再
建
に
直
接
必
要
な
物
資
の
範
園
を
出
な
か
つ
た
が
、
二

一
年
の
ロ
ン
ド
ン
議
定
書
の
成
立
以
後
は
直
接
必
要
の
範

園
を
超
え
た
物
品
給
付
が
要
求
せ
ら
る
」
事
と
な
つ
た
。
か
く
し
て
給
付
す
べ
き
義
務
を
有
す
る
賠
償
物
品
の
範
園
は
次
の
如
く

三
部
類
に
わ
た
る
事
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
は
猫
乙
に
よ
つ
て
押
牧
せ
ら
れ
叉
は
破
棄
せ
ら
れ
た
凡
て
の
畜
類
、
機
械
並

び
に
そ
の
部
分
品
等
で
あ
る
。
そ
の
二
は
荒
慶
地
帯
再
建
に
必
要
な
る
物
資
、
例

へ
ば
建
築
材
料
、
機
械
、
暖
房
設
備
、
什
器
等

の
如
き
で
あ
る
。
第
三
は
佛
國
工
業
の
維
持
獲
展
の
た
め
に
必
要
に
し
て
佛
國
内
に
於
て
は
充
分
に
供
給
し
得
ざ
る
如
き
種
類
の

物
資
で
あ
る
。
今
こ
の
第
三
部
類
の
物
資
給
付
に
關
し
て
若
干
の
事
を
敷
衛
し
て
お
く
。
先
づ
こ
の
部
類
の
第

一
と
し
て
化
學
工



業
製
品
が
要
求
せ
ら
れ
た
。
色
素
及
び
化
學
藥
品
に
關
し
て
は
猫
乙
に
現
存
す
る
全
数
量
の
五
割
迄
、
將
來
の
製
品
に
つ
い
て
は

そ
の
二
割
五
歩
迄
の
引
渡
し
が
要
求
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
但
し
色
素
製
品
の
み
に
つ
い
て
は
二
八
年
に
到
つ
て
給
付
に
關
す
る

特
別
規
定
が
慶
止
せ
ら
れ
た
。
こ
の
部
類
の
第
二
と
し
て
は
燃
料
が
あ
る
。
石
炭
、
コ
ー
ク
ス
及
び
石
炭
よ
り
の
諸
種
副
産
物
の

給
付
義
務
が
猫
乙
に
齎
ら
し
た
影
響
は
勘
く
な
か
つ
た
。
佛
蘭
西
に
と
つ
て
石
炭
問
題
は
異
常
に
腐
心
し
た
問
題
で
あ
つ
た
。
戦

前
例

へ
ば

一
九

一
三
年
度
の
佛
國
の
石
炭
、
無
煙
炭
、
褐
炭
の
産
出
は
四
千
萬
噸
、
楡
入
超
過
は
二
千
八
百
萬
噸

に
上

つ
て

ゐ

る
。

一
〇
年
か
ら

=
二
年
に
到
る
年
孚
均
消
費
量
は
六
千
百
萬
噸
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
が
工
業
の
援
大
稜
展
に
も
拘
は
ら
す

一
五

年
職
時
申
に
は
四
千
萬
噸
に
又

一
八
年
に
は
四
千
百
萬
噸
に
、
更
に
二
十

一
年
に
は
五
千
百
萬
噸
に
減
少
し
て
ゐ
る
。
從
つ
て
佛

國
に
と
つ
て
は
將
來
の
爲
に
充
分
な
石
炭
供
給
源
を
確
保
し
て
お
く
事
が
死
活
問
題
で
あ
つ
た
。
な
る
ほ
ど
ア

・
ロ
州
の
合
併
は

約

一
割
方
内
國
に
お
け
る
産
額
増
加
を
齎
し
た
が
、
他
方

ロ
ー
レ
ン
ス
地
方
鐡
工
業
を
擁
す
る
に
到
つ
た
鮎
を
考

へ
る
と
こ
の
合

併
に
よ
つ
て
佛
國
は
石
炭
供
給
の
鮎
に
於
て
愈
々
他
國
に
依
存
す
る
歌
態
に
陥
つ
た
。
そ
の
故
に
佛
國
は
ザ
ー
ル
炭
田
の
十
五
ケ

年
領
有
の
主
張
を
貫
徹
す
る
事
に
よ
つ
て
焦
眉
の
急
を
救
は
う
と
し
た
。
が
然
し
ザ
ー
ル
領
有
に
よ
つ
て
約
千
三
百
萬
噸
の
石
炭

供
給
を
確
實
に
し
え
た
と
は
い
つ
て
も
、
な
ほ
充
分
で
は
な
い
庭
か
ら
し
て
最
後
に
要
求
せ
ら
れ
た
の
が
猫
乙
に
石
炭
給
付

の
義

務
を
課
す
る
事
に
外
な
ら
な
か
つ
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
猫
乙
は
年
々
最
高
限
度
二
千
七
百
萬
乃
至
千
五
百
萬
噸
の
給
付
義
務
を
員

ふ
事
と
な
つ
た
。
勿
論
事
實
に
お
け
る
給
付
は
こ
の
最
高
限
度
迄
達
す
る
事
は
な
か
つ
た
が
、
そ
れ
で
も
猫
乙
の
封
佛
石
炭
輸
出

は
貿
易
額
中
の
重
要
品
目
た
る
を
失
つ
て
ゐ
な
い
。
(
第
十
表
)

な
ほ
賠
償
給
付
品
の
猫
乙
商
品
交
易
に
封
す
る
關
係
を
表
示
す
れ
ば
第
十

一
表
の
如
く
で
あ
る
。

戦
前
及
び
戦
後
に
於
け
ろ
猫
佛
遙
商
闘
係

一
六
七



一
六

八

表十第

1925/31猫 乙 の封佛 石 炭 楡 出

(ザ ・一ルな除 く=皐 位千噸)

年 次 石 炭 コ ー 〃 ス 煉 炭

1925 5,789 4,366 380

Ig26 8,467 ∠』6go 536

1927 5,643 3,323 397

1928 4,597 3,728 472

1929 5,260 3,418 601

1930 5,359 2,793 598

1931 5,141 1,929 662

第 十 一 表

(軍位百萬M.R)

年i欠
佛 國 の
賠償給付
品 額

賠償給付
品な除き
7ころ封佛
輸 出

劉佛全輸山
に 劉 す る
賠償給付品
額 の 割 合

%
1925 297・99 1go・51 6=ρ

1926 40049 257.70 609

1927 36ふ19 198.30 64.6

1928 39α82 296.60 57・2

1929 486ρ7 448.50 52.o

1930 47αoo 678.60 40・9

193江 264.76 56%4 31・7

 

幼

商
業
政
策
的
諸
規
定

(猫
佛
商
品
交
易
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
し
て
は
領
域
移
動
並
び
に
賠
償
給
付
の
外
に
諸
種
の
商
業
政
策
的
規
定
が
あ
る
。

先
づ
第

一
に
亭
和
條
約
に
よ
つ
て
こ
の
鮎
に
關
し
規
定
さ
れ
た
事
は
、
五
ケ
年
間
聯
合
國
側
に
無
制
限
且
つ

一
方
的
最
恵
國
條
款

を
許
容
す
る
と
い
ふ
事
で
あ
つ
た
。
然
し
こ
の
規
定
は
猫
り
猫
乙
を
し
て
商
業
政
策
確
立
に
困
難
な
ら
し
め
た
の
み
で
な
し
に
、

條
約
關
係
諸
國
聞
に
も
経
濟
關
係
上
の
不
安
定
を
齎
ら
し
た
爲
め
、
聯
盟
理
事
會
は
該
規
定
の
途
行
を
躊
躇
し
、
そ
の
後

一
九
二

五
年
に
到
つ
て
室
丈
に
昂
し
た
。
第
二
に
佛
國
の
輸
出
製
品
の
あ
る
も
の

(農
園
、
楽
園
、
牧
場
諸
産
物
、
葡
萄
酒
等
)
に
封
し

て
は
三
ケ
年
聞
、

一
九

一
四
年
七
月
三
十

一
日
現
在
以
上
の
關
税
牽
を
賦
課
し
え
ざ
る
事
が
規
定
せ
広
れ
た
。
從
量
關
税
と
貨
幣



債
値
下
落
に
伸
ひ
騰
貴
せ
る
物
債
と
の
間
の
懸
隔
が
極
め
て
大
き
か
つ
た
爲
め
に
、
こ
の
規
定
の
結
果
は
當
該
輸
出
品
の
輪
入
過

多
と
な
つ
て
現
れ
た
。
第
三
に
ア

・
ロ
州
の
未
製
品
、
精
製
品
に
封
し
て
は
五
ケ
年
聞
無
關
税
で
猫
乙

へ
の
輸
出
が
許
容
せ
ら
れ

た
。
こ
の
規
定
が
同
地
方
製
品
の
輸
出
を
促
進
し
た
事
は
い
ふ
迄
も
な
い
。

ロ
の
二
、
猫
佛
商
品
交
易
に
影
響
を
及
ぼ
せ
る
他
の
諸
作
因

ω

政
治
の
直
接
的
影
響
ー

政
治
は

一
般
の
経
濟
生
活
、
從
つ
て
叉
外
國
貿
易
に
直
接
聞
接
影
響
を
及
ぼ
し
て
ゆ
く
。
そ
の

中
間
接

的
な
作
用
は
商
業

政
策

、
商
業
條
約

等
を
通
し

て
現

ら
は
れ

て
ゆ
く
。
猫
佛

商
業
貿
易

と
の
關
係

に
お
け

る
こ

の
政
治

の

闇
接
的
な
作
用

に
就

い
て
は
そ

の

一
部
分
は
イ

に
於

て
述

べ
た
し
他

の
も

の
に
就

い
て
は
後

に
述

べ
る
。
鼓
で
は

こ
の
鐵
に
關
す

る
政
治

の
直
接
的
影
響

の
み

に
つ
い
て
概
観
す
る
。

一
般
に
政
治
的
關
係
は

一
種

の
與
論

を
作
り
出
す
事

に
ょ

つ
て
個

々
の
経
濟

主

盟

の
外
國
貿
易

の
分
野

に
於
け

る
維
濟
活
動

を

一
定

の
方
向

に
或
は
阻
め
或

は
促

し

て
ゆ
く
。
職
後

濁
佛

間
の
政
治
的
緊
張
、

軋
蝶

が
直
接

に
爾
國
間
商
晶
交
通

の
態
容
を
著
し
く
左
右
し

て
ゐ
る
事
は
論

を
ま
た
な

い
。
特

に
職
後

間
も
な
く

に
あ

つ
て
は

一

方
佛
國

が
聯
合
國
側

と

の
戦

時

に
於
け

る
協
調
を

そ
の
ま

玉
平
和
恢
復
後

も
持
績
し
よ
う

と
す
る
政
治
的
努
力
、
他
方
猫
乙
が
能

ふ
限
り
佛

國
製

品
特

に
奢
修
品

の
輸

入
を

政
治
的

に
防
遇
し
よ
う

と
す
る
意
圖

に
よ

つ
て
爾
國
間

の
交
易

は
著
し
く
阻
凝

せ
ら
れ

て
ゐ
る

の
を
見
る
。
猫
り
職

孚
終
結
直
後

の
み

で
は
な

い
。

一
九

二
三
年

に
於
け
る
交
易

の
著
し
き
減
退

は

ル
ー
ル
地
方
占
領

に

ょ
り

て
経

濟
交

通
が
事
實

上
不
可
能
な

ら
し

め
ら
れ
た
事

に
基
く

以
上
に
占
領

の
事
實

が
政
治
的

反
抗

の
雰

園
氣
を

一
般
化
し
、

相

手
國
商
品

の
ボ
イ

コ
ッ
ト
に
人

々
を
駆
り
た

て
た
事

に
原
因
し

て
ゐ
る
。

㈹

佛
國
の
封
凋
貿
易
政
策
i

職
前
佛
國
の
貿
易
政
策
は
非
最
恵
國
約
款
國
に
封
し
て
は

一
般
關
税

(最
高
關
税
)
を
、
最

恵

國
約

款
國

に
封
し

て
は
最

低
關

税
を
課
す
る
事

を
根
本
方
針

と
す
る

一
八
九

二
年

の
關

税
法
規

に
基

い
て
ゐ
る
。

一
九

一
〇
年

載
前
及
び
戦
後
に
於
け
る
濁
佛
通
商
關
係

一
六
九



一
七
〇

に
及
ん
で
の
工
業
製
品
に
封
す
る
關
税
率
引
上
げ
は
主
と
し
て
凋
乙
並
び
に
亜
米
利
加
に
於
け
る
工
業
嚢
展
の
事
實
を
目
指
し
て

試
み
ら
れ
た
。
職
後
に
お
け
る
経
濟
事
情
の
攣
化
は
佛
國
を
し
て

一
九

一
八
年
四
月
、
六
十
四
ケ
國
と
の
薪
約
款
締
結
を
饒
儀
な

く
せ
し
め
た
。
そ
の
結
果
最
恵
國
約
款
に
代
ふ
る
に

一
般
關
税
規
約
が
支
配
的
な
も
の
と
な
つ
た
。
然
し
職
前
に
あ
つ
て
は
平
均

一
割
五
歩
乃
至
二
割
に
當
つ
た

一
般
關
税
率
を
貨
幣
償
値
の
下
落
の
た
め
に
四
歩
乃
至
六
歩
に
し
か
な
ら
ぬ
所
か
ら
、
こ
の
不
利

を
補
ふ
べ
く
係
数
制
度
が
探
用
せ
ら
れ
た
。
後
聯
合
國
並
び
に
中
立
國
側
よ
り
す
る
係
敏
制
度
に
よ
る

一
般
關
税
の
引
上
げ
に
封

す
る
抗
議
を
考
慮
し
互
恵
方
針
に
出
で
よ
う
と
し
、

一
九
年
七
月
に
到
つ
て

一
般
關
税
の
緩
和
を
圖
ら
う
と
す
る
新
法
規
の
制
定

を
見
る
に
到
つ
た
。
こ
の
新
法
規
の
適
用
に
よ
つ
て
佛
國
は

一
切
の
諸
國
に
封
し
て
李
等
な
る
譲
歩
に
出
つ
る
事
を
要
せ
す
、
逆

に

一
切
の
譲
歩
に
封
し
て
は
そ
れ
に
封
慮
す
る
反
封
譲
歩
を
要
求
し
う
る
事
と
し
自
國
の
有
利
を
企
圖
し
よ
う
と
し
た
が
、
事
實

は
豫
想
に
反
し
貿
易
政
策
の
實
践
を
著
し
く
煩
雑
且
つ
不
徹
底

の
も
の
た
ら
し
め
、
勢
ひ

「
各
國
と
の
恒
久
的
契
約
關
係
を
妨
げ

恥た
。」

か
く
し
て

一
九
年
よ
り
二
七
年
に
至
る
間
は
相
互
に
全
く
異
な
つ
た
性
質
を
有
す
る
商
業
條
約
の
締
結
改
訂
が
頻
繁
に
な

さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
。
そ
の
間
勿
論
方
針
統

一
へ
の
要
求
が
佛
國
自
身
に
於
て
幾
度
か
現
れ
た
が
、
そ
の
都
度
そ
の
實
現
を
妨

げ
た
も
の
は
幣
制
の
不
安
定
に
外
な
ら
な
か
つ
た
。
そ
の
間
、
一
一五
年
度
に
於
て
貿
易
政
策
上
の
自
主
槽
を
同
復
し
た
猫
乙
は
相

互
的
最
恵
國
約
款
の
締
結
を
希
望
し
た
が
佛
國
は
譲
歩
を
肯
ん
ぜ
す
、
一
一五
年

一
月
以
降
暫
く
は
雨
國
間
に
は
自
由
關
税
率
の
適

用
が
支
配
的
で
あ
る
檬
な
い
は
窒
無
條
約
状
態
が
績

い
た
が
、
只
重
要
楡
出
品
目
の
交
易
を
容
易
な
ら
し
む
る
範
園
内
に
於
て
多

少
の
委
協
が
見
ら
れ
た
。
而
し
て
法
貨
の
安
定
と
共
に
爾
國
経
濟
の
特
殊
な
る
事
情
に
適
慮
す
べ
く
最
恵
國
約
款
と
互
烹
條
約
と

の
中
闇
を
ゆ
く
貿
易
條
約
が
暫
定
的
に
締
結
せ
ら
れ
、
佛
國
側
よ
り
す
る
農
産
物
、
織
物
等
の
楡
出
に
封
し
て
は
猫
乙
は
最
恵
國

條
件
を
許
容
し
、
叉
猫
乙
よ
り
す
る
陶
器
、
機
械
、
化
學
製
品
等
の
楡
出
に
封
し
て
は
佛
國
は
最
低
關
税
を
賦
課
す
る
事
と
な
つ

2)Hδgd,Max,,,DieauswartigeHandelspOIitikFrankreichsnachdemKriege``,

Jenarg29,s.44.



た
。
二
七
年
に
及
ん
で
猫
佛
間
に
諒
解
が
成
立
し
、
佛
國
は
職
後
始
め
て
最
恵
國
條
件
を
承
認
す
る
事
と
な
り
唯
そ
の
完
全
な
る

實
施
は
二
八
年
十
二
月
以
降
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
更
新
せ
ら
れ
た
佛
國
の
關
税
政
策
の
全
貌
を
瞥
見
す
る
と
、
そ
の
主
眼
と
す

る
所
依
然
と
し
て
佛
國
に
傳
統
的
な
内
國
市
場
の
保
謹
に
あ
る
の
を
見
出
す
が
、
そ
の
色
彩
は
そ
う
露
骨
で
は
な
く
多
分
に
緩
和

せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
に
氣
つ
く
。
こ
の
事
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
戦
争
並
び
に
ア

・
ロ
州
の
合
併
に
よ
つ
て
佛
國
経
濟
の
構
造
上
の
重

鮎
が
農
業
部
門
か
ら
工
業
部
門
に
推
移
し
た
事
、
内
國
に
於
け
る
消
化
力
は
な
ほ
不
充
分
で
あ
り
輸
出
に
ま
つ
事
多
き
を
加

へ
た

事
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
だ
が
然
し
最
恵
國
條
件
の
許
容
と
共
に

一
方
に
於
て
は
佛
國
の
貿
易
勘
定
は
逐
年
不
利
と
な
つ
た

ム
め

に
保
謹
を
要
求
す
る
聲
が

一
般
的
と
な
つ
て
來
た
。
と
い
つ
て
も
關
税
政
策
を
全
面
に
わ
た
つ
て
修
正
す
る
事
は
不
可
能
で
も
あ

ウ
不
利
で
も
あ
つ
た
玉
め
に
割
當
制
度
の
便
法
に
よ
ら
う
と
し
た
。
こ
の
便
法
は
勿
論
過
渡
的
な
も
の
で
あ
る
筈
で
あ
つ
た
が
事

實
に
於
て
は
、
特
に
農
産
物
に
封
し
て
は
ダ

ン
ピ
ン
グ
關
税
た
る
機
能
を
嚢
揮
し
後
に
は
各
種
商
品
の
輸
入
に
封
し
て
同
檬
の
効

果
を
も
っ
様
に
な
つ
て
來
た
。
然
し
こ
の
割
當
制
に
よ
る
保
護
政
策
は
そ
の
後
充
分
の
効
果
を
學
げ
得
ず
、
な

る
程
、
例

へ
ば

三
二
年
最
初
の
五
ケ
月
間
は
楡
入
に
於
て
前
年
同
期
に
比
し
約
三
割
五
分
を
制
限
し
得
た
が
、
楡
出
も
叉
三
割
八
歩
方
減
少
の
破

目
を
見
る
に
到
つ
た
。
か
く
し
て
輪
出
工
業
特
に
織
物
工
業
部
門
よ
り
し
て
割
當
制
度
綾
和
の
要
求
が
提
出
せ
ら
れ
る
に
到
つ
た

が
、
そ
の
急
激
な
る
實
施
は
内
國
工
業
の
地
位
を
危
恰
に
陪
ら
し
む
る
虞
れ
が
あ
る
た
め
に
容
易
に
實
現
せ
ら
れ
す
、
現
在
の
所

こ
の
制
度
を
そ
の
ま
、
披
大
す
る
事
な
く
し
て
現
歌
を
維
持
す
る
歌
態
に
あ
る
。

鋤

幣
制
不
安
定
の
影
響
-

猫
乙
マ
ル
ク
貨
の
下
落
は
論
理
的
に
は
猫
乙
貿
易
勘
定
を
有
利
な
ら
し
む
べ
き
筈
で
あ
つ
た
が

(
事
實

は
全
貿
易

に
つ
い
て
も
又
封
佛

貿
易

に
つ
い
て
も
期
待

さ
れ

た
程
で
は
な
か
つ
た
。
そ

の
理
由

は
第

一
に
猫

乙
楡
出
品

の
大

部
分

は
イ

ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
時
代

に
於

て
世
界
各
國
共
過
剰
生
産

の
氣
味

に
あ

つ
た

工
業
製
品

で
あ
つ
た
事
、
第

二
に
こ
の
工
業

戦
前
及
び
戦
後
に
於
け
る
凋
佛
通
商
闘
係

一
七

一



一
七

二

製
品
の
原
料
は
そ
の
供
給
を
大
部
分
諸
外
國
に
仰
が
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
つ
た
爲
に
楡
出
櫓
加
は
必
然
的
に
楡
入
増
加
を
伴
つ

た
事
、
第
三
に
外
國
市
場
に
お
け
る

「
マ
ル
ク
貨
に
封
す
る
嫌
悪
」
の
氣
味
が
濃
厚
で
あ
つ
た
事
、
第
四
に
特
に
封
佛
關
係
に
於
て

は
佛
國
は
ヴ
並
ル
サ
イ

ユ
條
約
に
よ
つ
て
封
猫
輸
出
に
於
て
砂
か
ら
ざ
る
恩
恵
を
亭
受
し
つ
曳
あ
つ
た
事
等
で
あ
る
。

マ
ル
ク
貨

の
下
落
は
二
十
年
乃
至
二
二
年
に
か
け
て
猫
佛
商
品
交
易
を
著
し
く
阻
凝
し
て
ゐ
る
の
を
見
る
。
之
に
反
し
て
二
十
四
年
よ
り
二

十
六
年
乃
至
七
年
に
か
け
て
の
猫
佛
貿
易
勘
定
に
お
け
る
猫
乙
側
不
利
の
歌
態
は
法
貨
下
落
に
主
と
し
て
基
く
。
事
實
二
四
年
に

入
つ
て
佛
國
貿
易
の
活
澄
さ
は

一
八
七
五
年
以
來
始
め
て
の
事
で
あ
り
こ
の
歌
態
は
二
七
年
迄
績
い
て
ゐ
る
。
貨
幣
債
値
と
外
國

貿
易
と
の
關
聯
を
最
も
よ
く
示
し
つ
玉
あ
る
も
の
は
二
四
年
度
の
佛
國
外
國
貿
易
の
歌
態
で
あ
る
。
最
初
四
ケ
月
間
に
於
て
は

一

月

一
億
八
千
八
百
萬
法
の
入
超
で
あ
つ
た
も
の
が
二
月
二
億
五
百
萬
法
、
三
月
七
億
三
千
二
百
萬
法
、
四
月
七
憶
三
千
五
百
法
の

何
れ
も
出
超
に
韓
化
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
四
月
法
貨
騰
貴
と
共
に
輪
出
は
減
退
し
六
月
に
入
つ
て
は
早
く
も
二
億
五
千
六
百
萬
法

の
入
超
を
見
せ
て
ゐ
る
。
な
ほ

一
九
二
七
年
に
到
る
佛
國
外
國
貿
易
、
特
に
封
凋
貿
易
の
有
利
な
る
歌
態
は
す
べ
て
爲
替
相
場
に

直
接
關
係
を
も
つ
も
の
と
み
る
事
は
出
來
す
、
法
貨
下
落
の
直
接
な
る
現
れ
と
み
る
べ
き
も
の
は
二
三
年
牛
ば
よ
り
二
六
年
牛
ぱ

に
か
け
て
の
間
の
事
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

㈹

景
氣
攣
動
の
影
響
1

一
九
二
〇
年
か
ら
二
六
年
に
か
け
て
の
猫
佛
貿
易
が
幣
制
不
安
定
に
左
右
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
上
述

の
如
く
で
あ
る
。
盧
で
二
六
年
以
後
世
界
不
況

一
般
化
に
至
る
迄
の
間
の
猫
佛
爾
國
に
於
け
る
景
氣
攣
動
歌
況
を
見
る
と
職
前
に

比
し
て
並
行
性
が
現
れ
て
ゐ
な
い
。

一
九
二
八
年
に
至
る
迄
の
猫
乙
側
封
佛
貿
易
の
不
利
、
二
八
年
以
後
同
上
の
有
利
と
い
ふ
形

で
現
れ
て
ゐ
る
猫
佛
貿
易
の
相
封
反
す
る
動
き
は
こ
の
間
の
消
息
を
反
映
し
て
ゐ
る
。
佛
國
は
二
六
年
の
絡
り
か
ら
二
七
年
に
入

つ
て
も

猫
、
「
安
定
後
の
危
機
」
の
歌
態

を
示
し
て
ゐ
る
の
に
反
し
て
、
猫
乙
は
二
六
年
秋
以
後
二
七
年
秋
に
か
け
て
購
買
力
の



■

第 十 二 表

1926!28輸 出入差額歌況

(軍位百萬馬克)

年 次 濁 乙 全貿易勘定
劉佛貿
易勘定
佛 國 全
貿易勘定

=926

1927

1928

十4:4

-39346

-1,725

十28α6

-244 .9

-47・4

+79.6

十1β749

-2,060.9

第 十 三 表

1929131楡 出入差額欣況

灘灘灘
一8,081.4

-9,5=4 .7

-II,808.o

十

十

十

292・7

629.9

492・5

十

十

十

36

1,643

2,871

年 次

Ig29

1930

193累

 

戦
前
及
び
戦
後
に
於
け
る
凋
佛
通
商
關
係

増
進
著
し
き
も
の
が
あ
り
、
濁
乙
全
貿
易
勘
定
及
び
封
佛
貿
易
勘
定
に
於
け
る
楡
入
超

過
の
現
象
が
結
果
し
て
ゐ
る
の
を
見
る
。
(第
十
二
表
)

二
七
年
秋
以
後
猫
乙
は
二
九

年
秋
迄
は
徐
々
に
、
そ
れ
以
後
は
急
激
に
景
氣
の
下
降
が
現
れ
て
ゐ
る
。
之
に
反
し
て

佛
國
は
二
八
年
、
二
九
年
共
に
な
ほ
景
氣
上
昇
の
欣
況
に
あ
り
、
三
十
年
に
入
つ
て
も

な
ほ
現
歌
維
持
、
三
十

一
年
に
及
ん
で
漸
く
猫
乙
及
び
他
の
諸
國
と
歩
調
を

一
に
し
つ

ム
一
般
的
不
況
の
申
に
ま
き
こ
ま
れ
る
に
到
つ
た
。
(第
十
三
表
)

な
ほ
第
十
二
表
に

見
る
如
き
二
六
年
度
に
於
け
る
猫
乙
封
佛
貿
易
出
超
の
現
象
は

一
つ
は
同
年
前
牛
に
お

け
る
猫
乙
の
不
況
、
後
牛
に
お
け
る
佛
國
よ
り
の
輪
入
減
退
に
基
き
叉
第
二
に
は
英
國

に
於
け
る
鑛
山
勢
働
者
同
盟
罷
業
の
爲
に
猫
乙
の
甥
佛
石
炭
楡
出
が
増
加
し
た
事
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
以
上
瞥
見
し
た
如
き
爾
國
に
於
け
る
景
氣
憂
動
の
歌
況
及
び
そ
の
雨

國
間
貿
易

へ
の
影
響
に
つ
い
て
こ
の
景
氣
攣
動
を
表
現
し
、
貿
易
状
況
を
読
明
す
る
諸

種
の
経
濟
的
作
因
、
即
ち
購
買
力
の
動
き
、
債
格
攣
動
、
猫
乙
に
お
け
る
輸
出
必
要
の

増
進
に
就
い
て
細
述
し
て
み
ょ
う
。

先
づ
購
買
力
に
就
い
て
見
る
。
職
後
濁
乙
が
資
本
力
に
乏
し
い
國
と
な
つ
た
事
の
原

因
に
つ
い
て
は
鼓
で
詳
述
す
る
暇
を
も
た
な
い
が
大
饅
に
於
て
、
職
前
猫
乙
が
諸
外
國

に
於
て
所
有
し
た
資
産
の
大
部
分
を
失

つ
た
事
、
イ

ン
フ
レ
ー

シ
劇
ン
、
賠
償
員
婚
、

失
業
檜
加
等
を
學
げ
る
事
が
出
來
よ
う
。
こ
れ
ら
の
諸
事
情
の
爲
に
猫
乙
の
購
買
力
は

一
七

三



同
七
四

著

し
く
減
退

せ
ざ
る
を

得
な

か
つ
た
。
尤

も
凋
乙

の
職
後

に
於
け

る
楡
入
紬
額
及
生
活
程
度
を

反
映
す
る
或

種
奢
移

品

の
消
費

歌

態

を
職
前

の
そ
れ

に
比
較
し

て
み
る
と

一
見
職
後

に
於
て
却

つ
て
購
買
力

が
増
加
し
た
か
を
物

語
つ
て
ゐ
る
檬

に
印
象

さ
れ
る
。

然

も
仔
細

に
立
入

つ
て
見

る
な
ら
ば

一
九

二
五
年

か
ら
二
八
、
九
年

に
か
け

て

の
猫

乙
の
楡
入
超
過
、
奢
修
品
消
費

量

の
増
加
等

は
大
部
分

所
謂

「
保
護

せ
ら
れ
た

る
資
本
力
」

の
結

果
で
あ
る
事

に
氣

つ
く
。

こ
の
期
聞

に
於
け
る
長
期
員
債
は
極
め

て
莫
大
な

る
も

の
で
あ
り
短
期

の
そ
れ
さ

へ
も
投
資

、
生
産
手

段
購
入

の
爲

め

に
利
用

せ
ら
れ

て
ゐ
る

の
を
見

る
。

シ

ュ
ン
ペ
ー

ク
ー
は
こ

の
識
を
読

い
て
イ

ン
フ
レ
ー

シ
ョ

ン
時

代
よ
り

一
九

三

一
年

に
至
る
聞

の
猫
乙
全
輪

入
及
び
樹
佛

楡
入

の
消
長
は

一
に
外

債
の
ぞ

あ

れ

に
直
接

並
行

し
つ

、
あ
る
事
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
從

つ
て

一
九

三
〇
年
資
本

輸
入

の
流
れ

が
止
る
と
共

に
楡
入

の
減

退
が
見

ら

れ

て
ゐ
る

の
で
あ
り
、
他
方

こ
の
間

に
於
け

る
輸
出
壇
進
は
員
債
償
還

の
必
要

に
基

い
て
ゐ
る
も

の
と
解
す

べ
き

で
あ
る
。
翻

つ

て
佛
國
を
見

る

に
佛

國
は
職
孚

に
よ
る
損
害

、
イ

ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
も
拘

は
ら
す
職
後

の
購
買
力

は
か
な
り
強
か

つ
た
。
佛
國

人

の
資
本
蓄
積

能
力
,
職
債

と
賠
償

と

の
有
利
な

る
結
合
、
人

口
数

の
現
状
維

第 十 四 表

1527131猫 佛 物債 指激

(1927=Ioo)

年 次 濁 佛

1927 100.0 100.0

=928 101.5 100.o

=929 99.3 984

1930 go.6 85.7

1931 80.5 73・o

持
等
の
事
情
を
そ
の
理
由
と
し
て
思
ひ
浮
ぺ
る
事
が
出
來
よ
う
。
資
本
輸
出
は

心
理
的
理
由
か
ら
し
て
好
ま
れ
・ず
、
大
部
分
の
資
本
は
全
保
有
量
と
し
て
銀
行

に
死
藏
せ
ら
る
、
か
又
は
内
國
に
於
け
る
購
買
力
と
し
て
止
つ
た
。

一
九
二
八

年
か
ら
三

一
年
に
至
る
間
の
佛
國
輸
入
の
顯
著
な
る
増
加
は
か
な
り
の
程
度
迄

こ
の
購
買
力
堆
加
の
結
果
と
考

へ
ら
れ
る
。

第
二
に
債
格
愛
動
の
黙
に
就
い
て
見
よ
う
。

一
九
二
七
年
以
後
卸
費
物
便
の

攣
動
は
か
な
り
雨
國
に
於
て
並
行
し
つ
」
奨
動
し
て
お
り
多
少
佛
國
に
於
て
弱

3)Siehe=,,WorldDeplessionandFranco-GermanE◎onomicRelations`～Beitr.

v.Sch皿 皿peter,∫os.:A.GermanVjew;in,,LloydSBankLtd.,Monthly

Review`～ma望ch翼932,SupPlem.Number,S.23.



氣
に
見
え
る
。
(第
十
四
表
)

こ
の
事
實
か
ら
し
て
猫
乙
の
野
佛
楡
出
は
寧
ろ
困
難
な
ら
し
め
ら
れ
る
と
推
定
せ
ら
れ
る
が
、
次

の
如
き
二
つ
の
原
因
よ
り
し
て
こ
の
物
債
愛
動
の
歌
況
は
猫
乙
の
封
佛
輸
出
の
可
能
性
の
問
題
に
封
し
て
し
か
く
決
定
的
意
義
を

示
す
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
第

一
に
野
佛
輪
出
品
申
の
主
要
晶
目
は
こ
の
上
述
の
如
き

一
般
物
贋
の
攣
更
と
は
異
な
つ
た
動
き
を

見
せ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
例

へ
ば
鐵
に
つ
い
て
み
る
に
第
十
五
表
の
如
く
で
あ
る
。
第
二
に

一
般
物
便
指
数
は
主
な
る
世
界
流
通

商
品
及
び
原
料
よ
り
得
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
に
反
し
、
猫
佛
交
易
場
裡
に
現
は
る

第 十 五 表

1927!30棒 鐵 の物 贋指 数

(lg27=loo)

牟 次 濁 佛

1927

1928

1929

1930

100.0

104』

105.2

103.5

100.0

1叫.0

123・7

106.5

 

出
可
能
を
増
進
し
た
事

は

い
ふ
迄
も
な

い
。
而

し

て
佛
國

に
於
け
る
勢

銀
騰
貴

は
そ

の
基
く
所
、

の
騰
貴

に
あ
る
。

一
九

二
七
年

か
ら
三
十
年
、

第

十
六
表

に
窺

は
れ

る
如
き
佛
國

に
於
け
る
生
計
費

の
騰
貴
は

二
つ
の
事
情

に
原
因
す

る
。
そ

の

一
は

イ

ン
フ

レ
ー

シ

ョ
ン
で
あ

り

そ
の
二
は
割
當
制
度

に
よ

る
自
國
産
業

の
保
護
政
策

で
あ
る
。

一
九
三

一
年

に
は
佛

國

の
全
保
有
量
は
全
欧
羅

巴
の
略

四
割

三

戦
前
及
び
戦
後
に
於
け
る
猫
佛
通
商
關
係

一
七
五

、
も

の

」
第

一
を
占
む
る
も

の
は
原
料
に
要
す
る
費

用
よ
り

は
勢
銀

と
し
て

の
費

用

が
主
な
る
も

の
で
あ
る
如
き

工
業
精
製
品

で
あ

つ
た
と

い
ふ
事

で
あ

る
。
勢
銀

に
關

し

て
は

一
九

二
六
年
か
ら
二
七
年

に
か
け

て
爾
國

の
歌

況
は
異
な

つ
た
動
き
を
見

せ

て
ゐ
る
。
三

一
年
絡
り
か
ら
三
二
年
始

め
に
か
け

て
猫

乙
に
於
け

る
勢
銀
は
大
臆
安

定
し
既

に
始
ま

つ
た

一
般
卸
費
物
債

の
下
落

に
極
め
て
徐

々
と
追
随
し

て
ゐ
る

に
す

ぎ
ぬ
。

こ
れ

に
反
し

て
佛
國

は
二
六
年
か
ら
二
七
年

に
か
け

て
騰
貴

し

つ
玉
あ
り

こ

の
勢

は
三

一
年

に
迄
及
ん
で
ゐ
る
。

こ
の
雨
國

に
於
け
る
勢
銀

の
開
き

が
猫

乙
の
楡

小
費
物
便

の
騰
貴

即
ち
生
計
費

一
般

に
は
生
計
費
は
卸
費
物
債

の
攣
動

に
徐

々
と
し
て
追
随

し
て
ゆ
く
と

い
は
れ

て
ゐ
る

が
、

こ

の
黙
佛
國
は

三
十

一
年

に
か
け

て
生
計
費
は
卸
費
物
債

に
封

し

て
封
反
的
な
動

き
を
見

せ
て
ゐ
る
。
(
第

十
六
表

)



第 十 六 表

(Ig27=100)

年ii聚
生 計 費 指 歎 卸費物

債指鍛
濁1佛 佛

1927

1928

1929

1930

1931

100.O

Io2.7

104・5

99β

92.1

=oo.o

Eooの

108.o

H33

既q7

100.O

IOO.0

9&4

85.7

73ρ

一
七
六

歩
に
達
し
て
お
り
爲
め
に
物
贋
騰
貴
が
結
果
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
他
方
保
護
政
策
の

結
果
と
し
て
外
國
商
品
に
よ
る
墜
迫
の
減
退
に
よ
つ
て
同
様
物
便
騰
貴
が
見
ら
れ
る

に
到
つ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
猫
乙
の
封
佛
輪
出
を
増
進
せ
し
め
た
事
情
と
し
て
は
勢

銀
の
低
廉
、
生
計
費
の
低
廉
の
外
に
所
謂
産
業
合
理
化
の
努
力
を
學
げ
ね
ば
な
ら
ぬ

で
あ
ら
う
。

第
三
に
輸
出
檜
進
の
必
要
に
つ
い
て
み
る
。
既
に
賠
償
給
付
義
務
の
結
果
と
し
て

濁
乙
は
極
力
輸
出
の
増
進
を
企
圖
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
情
に
置
か
れ
た
事
に
つ
い
て
は

述
べ
る
所
が
あ
つ
た
。
又
猫
乙
に
賠
償

義
務
を
課
す
る
事
に
よ
つ
て
各
國
が
猫

乙

の
支
沸

能
力
を
援
助
づ
け

て
ゆ
く

べ
き
か
、
そ
れ

と
も
叉
猫

乙

の
輸
出
活
動
を
能

ふ
限
り
防
邊
す
る

の
策

に
出

づ

ぺ
き

か
の
ヂ

レ

ン
マ
の
前

に
お
か
れ
た
事

に
も
濁
れ

て
お

い
た
。

ロ
ー

ザ

ン
ヌ
會

議
は

い
ふ
迄
も
な
く

こ
の
ヂ

レ
ン

マ
を
解
か
う

と
し
た

も

の
で
あ

つ
た

が
、

こ
れ

に
先
立

つ
て
諸
國

は
既

に
中
間
的
方
策
を
と
り

一
方
賠
償

支
佛
を
要
求
す
る

と
共

に
他
方
當
然
猫
乙
よ
り
來

る
輸
出
塵
迫

に
封
し

て
は
種

々
な

る
保
護
策
を
講
じ

つ

玉
あ

つ
た
事

が
注
目
を
惹

く
。

し
か
も

こ
の
様

々
な
る
保
護
政

策

に
も
拘

は
ら
す

猫
乙

の
輸
出
超
過
は
断

え
す
増
進

し
た
と

い
ふ
事
實

は
楡
出

必
要

が
如
何

に
大

で
あ

つ
た
か
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
。
な
ほ
猫
乙
が
諸
外
國

に
封
す
る

第 十 七 表

乙輸出入歌況歩合

(lg27=100)

年 次 趣輸入 騰 笑全輸出
塁}佛
輸 出

1927 、(欺・i、(欺 ・ 100.0 1∞ 。0

Ig28 9&g陣9 113・4 1236

xg29 974 795 =23π 166.6

Ig30 75β 643 Io99 20牛7
、

五93互 4&7 4a4 87.6
`
14&7



よ
り
は
特

に
封
佛
關
係

に
於

て
よ
り
多
く
輸
出

し
、
よ
り
少
く
輪
入
し
た
事
實

(
第
十
七
表
)

は
そ

の
基
く
所
佛

國
が
他
國

よ
り

も
遅
れ

て
世
界
危
機

に
ま
き

こ
ま
れ

て
行

つ
た
事
情

に
存
す
る

の
み

で
な
し

に
、
凋
佛

商
品
交
易

の
歌
態

が
景
氣

鍵
動

に
際

し
て

各

々
異
な

つ
た

反
動

の
姿
を

示
す
如
き
も

の
で
あ

つ
た
と

い
ふ
事
情

に
も
よ

つ
て
ゐ
る
。
即
ち
猫
乙

の
封
佛

輸
出

の
約

五
割
近
く

第 十 八 表

1930年 に於 け る交易 品

噸 當 り債 格(翠 位R・M.)

目1霧 封矯 封留

 

品

8,539

850

2,501

14,335

12,404

3,S24

3,525

48,113

 

物織

木 材
ガ ラ ス及
ガラス製品

靴 及 其 他
の革 製 品

は
石
炭

、

コ
ー
ク

ス
、
機
械
及

び
鐵
製

品

で
あ
り
、
之
に
反
し
佛
國

の
野
猫
輸
出

の
四
割
近
く
は
消
費
財
、

い
は

野
奢
修
品

で
あ

つ
た
。
こ

の
鮎

を
姑
く
別

と
し

て

も
同

一
品
目

が
交

易
せ
ら
る

、
場
合

に
あ

つ
て
も
佛

國
は
よ
り
高
級
品
を
、
逆
に

猫
乙
は
中
等
品
を
そ
れ
ぞ
れ
相

手
國

に
輸
出
す
る
歌
況

に
あ

つ
た
事
を
想

ひ
合
は

す

べ
き

で
あ
ら
う
。
(
第

十
八
表

)

右

の
如
き
二

つ
の
事
情

を
合

せ
考

へ
る
と
佛
國

よ
り
濁
乙

へ
は
品
質
優
良
な
る

も

の
、

い
は

璽
輸
入
を
手
控

へ
し
う
る
も

の
、
之

に
反
し
猫
乙
よ
り
佛
國

へ
は
必

要
な
る
も

の
、

そ

の
比
較
的
廉
便

な
る
窯

に
於

て
輸
入
せ
ら
る

玉
も

の
が
そ
れ
ぞ

れ

輸
出

せ
ら
れ
る
事

と
な

る
。
し
か
も
不
況

の
深
刻
化

と
共

に
最

も
強

く
打
撃
を
受
く
る
も

の
は
輸
入
を
手
控

へ
し
う
る
、
高
級

品

の
輸
出

に
擦
り

つ

玉
あ

る
國

で
あ
る
事
を
想
起
す

る
な
ら
ば
、
佛

國
は
そ
の
封
猫
關
係

に
於

て
不
利
な

る
事
情

に
あ
る
事
を
指

摘
し
う
る
。

亀

戦
前
及
び
戦
後
に
於
け
ろ
濁
佛
通
商
闘
脚係

一
七

七




